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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月18日(2016.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示の開始を許容する開始条件の成立にもとづいて、可変表示を行う可変表示手段
に表示結果として特定表示結果が導出されたときに遊技者にとって有利な有利状態に制御
可能な遊技機であって、
　前記開始条件が成立していない可変表示について保留記憶として記憶可能な保留記憶手
段と、
　前記可変表示手段における保留表示領域に、前記保留記憶手段に記憶された各保留記憶
に対応する保留表示を表示する保留表示手段と、
　前記有利状態に制御するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果にもとづいて、可変表示中にリーチ演出を実行するリーチ
用可変表示パターンを含む複数の可変表示パターンのうちから可変表示パターンを決定す
る可変表示パターン決定手段と、
　前記可変表示パターン決定手段が決定した可変表示パターンにもとづいて可変表示を実
行する可変表示制御手段と、
　前記可変表示手段における前記保留表示領域に重畳しない非重畳位置から該可変表示手
段における前記保留表示領域の少なくとも一部に重畳する重畳位置に移動可能に設けられ
る可動物と、
　前記可動物を前記非重畳位置から前記重畳位置に移動させる可動演出を、可変表示が開
始されてから前記リーチ演出が実行されるまでに実行する可動演出実行手段と、
　を備え、
　前記可動演出が実行されるときには、表示中の保留表示が消去されるとともに、新たな
保留表示の表示が禁止され、可変表示が終了するときには、消去された保留表示および表
示が禁止された新たな保留表示が表示される、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技の制御を行う遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から出力される制御情報にもとづいて演出の制御を行う演出制御手段
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と、
　をさらに備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、遊技者に誤認されることを防
止できる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　前記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機は、
　可変表示の開始を許容する開始条件の成立にもとづいて、可変表示を行う可変表示手段
（第１特別図柄表示器８ａ、第２特別図柄表示器８ｂ、画像表示装置５）に表示結果とし
て特定表示結果（例えば、大当り遊技結果）が導出されたときに遊技者にとって有利な有
利状態に制御可能な遊技機（パチンコ遊技機１）であって、
　前記開始条件が成立していない可変表示について保留記憶として記憶可能な保留記憶手
段（第１特図保留記憶部１５１Ａ、第２特図保留記憶部１５１Ｂ、特図保留記憶部１９５
）と、
　前記可変表示手段における保留表示領域（画像表示装置５の第１保留記憶数表示エリア
５Ｄ、第２保留記憶数表示エリア５Ｕ）に、前記保留記憶手段に記憶された各保留記憶に
対応する保留表示を表示する保留表示制御手段（演出制御用ＣＰＵ１２０において、保留
記憶表示制御処理を実行する部分）と、
　前記有利状態に制御するか否かを決定する事前決定手段（遊技制御用マイクロコンピュ
ータ１００において、ステップＳ１１０を実行する部分）と、
　前記事前決定手段の決定結果にもとづいて、可変表示中にリーチ演出を実行するリーチ
用可変表示パターン（スーパーリーチα、β）を含む複数の可変表示パターンのうちから
可変表示パターンを決定する可変表示パターン決定手段（遊技制御用マイクロコンピュー
タ１００において、ステップＳ１１１を実行する部分）と、
　前記可変表示パターン決定手段が決定した可変表示パターンにもとづいて可変表示を実
行する可変表示制御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ１００において、ステップＳ
１１２～１１３を実行する部分）と、
　前記可変表示手段における前記保留表示領域に重畳しない非重畳位置（格納位置）から
該可変表示手段における前記保留表示領域の少なくとも一部に重畳する重畳位置（前面位
置）に移動可能（例えば図５６（ａ）（ｂ）参照）に設けられる可動物（シャッタ３８Ｈ
，３８Ｌ）と、
　前記可動物を前記非重畳位置から前記重畳位置に移動させる可動演出を、可変表示が開
始されてから前記リーチ演出が実行されるまでに実行する可動演出実行手段（演出制御用
ＣＰＵ１２０において、例えば、ステップＳ７３６，７３７を実行する部分）と、
　を備え、
　前記可動演出が実行されるときには、表示中の保留表示が消去されるとともに、新たな
保留表示の表示が禁止され（演出制御用ＣＰＵ１２０が保留表示中止フラグがセットされ
ているときにステップＳ９２２を実行する部分、図６１（Ｃ），図６５参照）、可変表示
が終了するときには、消去された保留表示および表示が禁止された新たな保留表示が表示
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される、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技者に誤認されることを防止できる。
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